
「 

か
ら
だ
と
心
の

　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

」

 -

成
人
健
康
に
関
し
て-

成
人
と
な
り
、健
康
に
つ
い
て
意
識

し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、定
期
的

な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
適
度
な
運
動
、
減

塩
な
ど
の
適
正
な
食
生
活
を
自
分
自
身

で
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
す
。
そ
の
部
分
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ

く
、
成
人
の
方
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

『
各
種
健
診
（
検
診
）
』
の
実
施

　
健
康
状
態
の
確
認
や
主
要
な
病
気
の

兆
候
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
診（
検
診
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
40
歳
以
上
対
象
）

【
結
核
検
診
】

　
胸
部
Ｘ
線
検
査（
30
歳
以
上
対
象
）

【
30
代
健
診
】

　
身
体
計
測
や
尿
検
査
、
血
液
検
査
な

ど
（
30
～
39
歳
対
象
）

【
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
】

　
Ｘ
線
骨
密
度
測
定
（
20
歳
以
上
の
女

性
対
象
）
、
骨
粗
事
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室
も
実
施

【
集
団
が
ん
検
診
】

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
肺
が
ん
検

診
（
各
内
容
と
対
象
は
異
な
り
ま
す
）

【
個
別
が
ん
検
診
】

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
（
各
内
容
と

対
象
は
異
な
り
ま
す
）

※�
こ
の
他
に
も
町
民
税
務
課
に
よ
る
特

定
健
診
や
、後
期
高
齢
者
健
診
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

『
健
康
教
室
（
運
動
）
』
の
実
施

　
簡
単
に
で
き
る
運
動
講
座
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
ぱ
わ
ふ
る
運
動
塾
】

　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
実

習
（
30
～
69
歳
対
象
）

【
ヘ
ル
ス
あ
っ
ぷ
講
座
】

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
手
軽
に
で
き
る
運

動
実
習
な
ど
（
40
～
74
歳
対
象
）

　
　
　
　

『
健
康
教
室
（
栄
養
）
』
の
実
施

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
講
座
や

調
理
実
習
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
栄
養
料
理
教
室
け
ん
こ
う
ク
ラ
ブ
】

　
30
～
69
歳
を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど

【
は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
】

　
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど

【
子
育
て
世
代
の
健
康
・
食
育
講
座
】

　
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど

※�

各
事
業
の
実
施
や
詳
細
な
ど
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

長
く
健
康
的
に
生
活
す
る
た
め
に

は
、
食
生
活
や
健
康
管
理
に
気

を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
定
期
的

に
健
診
な
ど
を
受
診
し
、
日
頃
か
ら
自

分
自
身
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
る
こ
と

も
重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
度
な
運
動
は
健
康
的
な
か

ら
だ
を
維
持
す
る
こ
と
に
効
果
的
で

す
。
成
人
の
方
向
け
の
健
康
事
業
で

は
、
人
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
気

軽
に
参
加
で
き
る
講
座
な
ど
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

がん検診及び特定健康診査個別受診費用
助成金について

　町では、令和２年度にがん検診および特定健康診査
の個別検診を受診された方を対象として、自己負担金
の一部を助成します。令和２年度の集団検診は、新型
コロナウイルス感染症の影響により、一部中止や定員
の縮小をしております。集団検診を受診できなかった
方で個別検診の受診を希望される方は、保健センター
（☎77-1891）までお申し込みください。

■�対象者　令和２年度中に町が委託する医療機関で個
別検診を受診した方（自己負担金を免除されている
方は除く）

■�助成金の額　集団検診と個別検診の自己負担金の差
額（以下、助成額）

　胃がん検診（1,200円）、子宮頸がん検診（600
円）、乳がん検診【マンモグラフィ―】（500円）、
乳がん検診【超音波】（600円）、肺がん検診（500
円）、特定健康診査（1,000円）
■申請方法　①助成の対象となる方に申請書を郵送
　　　　　　②提出書類を保健センターへ提出
■�提出書類　芝山町がん検診及び特定健康診査個別受
診費用助成金申請書、振込口座が確認できる書類
（通帳の写しなど）

■申請期限　令和３年３月19日㈮

「 

積
極
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

」

〈トピックス
〉

（Photo）ぱわふる運動塾

（Photo）骨粗しょう症検診
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特集  町の保健事業

瀬戸山さん
信頼されるこ
とが何よりも
重要！

平井さん
誰にでも身近
な存在であり
たい！

須貝さん
耳を傾け、聞
くことを意識
する！

『
公
衆
衛
生
看
護
学

　
　
実
習
を
終
え
て
の
感
想
』

住民健診や各講座のとき
に、保健師の皆さんが住民
の方と積極的にコミュニ
ケーションを取っている姿
が印象的でした。そういっ
た部分で住民の方から「信
頼」されているのだと感じ
ました。私も、患者さんか
ら何でも相談される距離の
近い看護師になれるように
頑張りたいです。

保健事業では、赤ちゃんから高齢者の方ま
で幅広い年代に対応しなければならないと
いうことを実感しました。そして、そのた
めに各関係機関と連携し、それぞれの「つな
ぎ役」になる必要があるのだと感じました。
僕も個々にあった関わり方を大切にできる
看護師になりたいと思いました。

住民の方の前でお話などをさせていた
だいたり、とても緊張することが多かっ
たです。ただ、そういった場面において
住民の方と直接接し、さまざまな「声」を
聞くことが大切であるということを学び
ました。私も、患者さんの声をしっかり
と聞くことのできる看護師になりたいと
思いました。

　９月２～28日までの期間、保健センターなど
において「公衆衛生看護学実習」が実施されまし
た。今回の実習生は、二葉看護学院保健看護学科
に在籍し看護職を目指す３人の学生（４年生）。
　町保健事業に実際に参加するなど、健康相談や
健康教育に関するさまざまな知識および技能につ
いて実践形式で学習しました。

●公衆衛生看護学実習のスケジュール（合計６日間）

■９月２日㈬
　子ども・子育て会議（会議見学）、保健セン
ター業務についての講話など（健康教育準備、自
分たちでまとめた芝山町の課題や状況などを地域
診断として発表）

■９月３日㈭
　のびのびラッコ教室（事業参加）

■９月７日㈪
　地域包括支援センター業務についての講話、は
つらつセミナー（事業参加、参加者の皆さんに
「水分補給・マスク・手洗いに関する講話」実践）

■９月10日㈭
　住民健診（住民健診の対応実践）

■９月17日㈭
　赤ちゃん相談（見学）、子育てほっとサロン
（事業参加、参加者のお母さんたちに「誤飲に関
する講話」実践）

■９月28日㈪
　保健師連絡会（見学）、カンファレンス（実習を踏
まえて、発表した地域診断の見直しおよび総括）

公衆衛生看護学実習が実施されました

▲「子育てほっとサロン」で誤飲について講話をする様子
　（左から、平井さん、須貝さん、瀬戸山さん）

▲�「地域診断」で芝山町の現状や健
康課題などについて発表する様子

▲�「のびのびラッコ教室」で親子遊
びに参加する様子

▲�「はつらつセミナー」で参加者の
皆さんと一緒に体操をする様子

▲�「住民健診」で受診者の方を次の
検査場所に案内する様子
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